
別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（埼玉県　平成29年度）

メ
ニュー

①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費

備考

（円）

（工種、
施設区
分、構
造、規

格、能力
等）

交付金
都道府県費

市町村費 その他

深谷
市

農事組
合法人
埼玉産
直セン
ター

野菜
（ﾚﾀｽ）

生産量
の増加

225.4t 209.9t 204.4t 283.7t 254.3t 201.7%

レタスの
生産量が
58.3t増
加し、達
成率が
201.7%と
なった。

農産物集
出荷施設
2棟
（延べ床
面積
206.93
㎡、89.1
㎡）

27,000,000 12,500,000 0 0 14,500,000 平成27年3月20日

目標の254.3tに対
し、平成28年度の生
産量は283.7tとな
り、目標達成した。

作付面積の増加や適
期防除、適期収穫を
実践し、良品の生産
拡大につながった。

深谷
市

農事組
合法人
埼玉産
直セン
ター

野菜（ﾈ
ｷﾞ、ｷｬ
ﾍﾞﾂ、ﾌﾞ
ﾛｯｺﾘｰ、
ｺﾏﾂﾅ
等）

生産量
の増加

7,251t 7,303t 7,902t 7,968t 7,905t 109.6%

野菜の総
生産量が
717t増加
し、達成
率が
109.6%と
なった。

肥料製造
施設（1
棟、延床
面積1,322
㎡）、発
酵攪拌設
備（1
台）、造
粒・包装
設備（1ﾗｲ
ﾝ）、解体
処理

116,669,160 51,253,000 0 0 65,416,160 平成27年3月20日

目標の7,905tに対
し、平成28年度の生
産量は7,968tとな
り、目標達成した。

肥料製造施設の整備
により、安定的に肥
料供給を行ったこと
で、野菜の総生産量
が増加し、目標を達
成した。

深谷
市

沃土会
果菜部
会雪害
対策部

会

野菜（ﾄ
ﾏﾄ、ﾐﾆﾄ
ﾏﾄ、
きゅう
り）

生産額
の増加

20,737
,351円

0円 0円
45,235
,115円

24,281
,000円

691.3%

トマト・
ミニトマ
ト・きゅ
うりの生
産額が
23,229,3
36円増加
し、達成
率が
691.3%と
なった。

生産技術
高度化施
設（5棟、
8,413.4
㎡）、暖
房機（8
基）、炭
酸ガス発
生機（5
台）、環
境測定装
置（4
台）、解
体処理

183,751,200 91,659,000 0 0 92,092,200 平成27年11月30日

目標の24,281,000円
に対し、平成28年度
の生産額は
43,966,687円とな
り、目標達成した。

雪害からの復興に伴
い、資材や人員不足
により竣工が遅れ、
利用ができなかった
が、平成28年度は新
しいハウスを利用す
ることができ、目標
を達成した。

成果目
標の具
体的な
内容①

負担区分（円）

成果目標
の具体的
な実績②

事業実施主体の評価

３年後
（平成
28年）

都道府県の評価

２年後
（平成
27年）

計画時
（平成
25年）

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

成果目標
の具体的
な実績①

（対象
作物・
畜種等
名）①

市町
村名

事業実
施主体

名

事業実施後の状況①

３年後
（平成
28年）

１年後
（平成
26年）

２年後
（平成
27年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了年月日

達成率

目標値
（平成
28年）

目標値
（平成
28年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
25年）

１年後
（平成
26年）



334.2%
総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の４の（２）のアのただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県平均
達成率

平成26年度強い農業づくり交付金を実施した３件とも、成果目標を達成した。


